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三条北ロータリークラブ週報 
 

会長挨拶：高橋 研一 会長 
皆さん、こんにちは。本日のお

客様は米山奨学生のメディナ 

コントレラス,ダニエル君です。

よろしくお願いします。今日は、

ダニエル君のスピーチの時間

を充分用意したいので早めに

終わらせます。では、当年32回

目の挨拶をいたします。先日、

世界で１番住みたい国のアンケート結果が出まし

た。第1位はコスタリカでした。治安・気温・住み

心地などの生活環境が良く、税金はとても安く、

その上銀行の預金金利は年10％以上と高いそうで

す。第2位はダニエル君の祖国メキシコでした。残

念ながら日本は第28位でした。 

では、松下幸之助氏の第6話、前回の1929年の世界

恐慌を乗り切った後からお話しします。世界恐慌

の3年後には事業分野もランプ・乾電池・配線器具

・電熱器・ラジオの4部門にまたがり全従業員数は

店員約200人・工員約1000人という大所帯となって

いった。しかし、経営を進めていく上で何か物足

りない思いを持っていた。「一体生産者の使命とは

何であろうか」37歳の昭和7年(1932年)3月に宗教 

団体の本部を見学する機会を得た。製材所で働く信者たち、また清掃して回っている信者たちまで生

き生きしているこの光景に非常に感銘を受けた。 

この時、松下幸之助氏は事業の使命を悟った。事業経営は人々の生活に物の豊かさを与える。これも

聖なる事業ではないかと自覚した。そして、これからはこの真の使命に則って事業経営を進めようと

決心する。最後に一言「。「商売というものは損したりもうけたりしながら成功するものという考え

方があるが、それは誤りだ。商売は真剣勝負と同じで、切られているうちに成功することはあり得な

い。やればやっただけ成功するものでなければならぬ。うまくいかないのは運でもなんでもない。経

営の進め方が当を得ていないからだ。だから確たる信念を持っている人は不景気のときほど、もうけ

るではないか」。                 日本経済新聞掲載 松下幸之助著「私の履歴書」より一部引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山カウンセラー 中原尚彦 会員  

お疲れ様でした。 

例会日２０１９．３. ５  累計№１５３８ 当年№３２ 

国際ロータリー会長：バリー・ラシン 

 「インスピレーションになろう」 

第２５６０地区ガバナー：川瀬 康裕 

 「自らのストーリーを作りましょう」 

会 長：高橋研一 

「将来みんなのためになること 

 これからのロータリーのために 

 力を込めて課題にチャレンジしょう！」 

幹 事：松山浩仁 

ＳＡＡ：外山裕一 

本日の行事：米山奨学生スピーチ 

 
◆本 日 の 出 席 ：５８名中３３名   

◆先々週の出席率：５８名中４７名 81.03％ 

           （前年同期 67.69％） 

 

◆本日のゲスト ：米山奨学生 

メディナ コントレラス,ダニエル 君 

 

◆先週のメークアップ(敬称略) 

２月２７日 三条ＲＣ 本間建雄美、石黒隆夫 

石川勝行、小林繁男 

岡田 健、佐藤義英 

３月２日 米山記念奨学生終了式 中原尚彦 

 

 ＊本日の配布書類等 

 ・週報№1537 

 ・ロータリーの友３月号 

 ・ガバナー月信３月号(閲覧) 

  

例会日：火曜日 １２：３０～１３：３０ 

例会場：三条ロイヤルホテル℡34-8111 

事務局：三条市本町 3-5-25 三条ロイヤルホテル内

TEL 0256-35-7160  FAX 0256-35-7488 

ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org 

米山記念奨学生 

終了お祝い・奨学金 贈呈 
 

メディナ コントレラス,ダニエル 君 
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幹事報告：松山 浩仁 幹事  

・新保副ガバナーと小越国際奉仕委員長より国際大会「第 2560地区夕食会」のご案内 

日時：2019年 6月 2日(日)19：00～21：00予定 

場所：ハンブルグ市内レストラン 

・三条ロータリークラブより「市内 4ＲＣ合同例会」開催のご案内 

    日時：2019年 4月 10日(水) 11：30～13：45  

・地区ローターアクト委員長から「第３回地区行事」本登録のご案内 

    日時：2019年 4月 6日(土) 13：30～21：00(予定)  

集合場所：上越高田インター駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事会報告：第９回 平成３１年３月５日(火)  11：30～12：30 於：三条ロイヤルホテル 

出席者：高橋研一、外山裕一、早川瀧雄、松山浩仁、武田恒夫、渋谷義徳、斎藤 正 

金子太一郎、外山晴一、中原尚彦、花井知之、羽賀一真、佐藤秀一 

出席数１３/１６(内委任状１名) 

協議事項 １．新会員候補の件 ７名                         承認 

２．新会員候補者の 4 月 23 日例会出席案内の件……推薦者が案内状を持参して勧誘 

承認 

３．４月 16 日「夜例会 企画案」の件 

……燕三条ワシントンホテルを会場に、楽しい企画を立案 承認 

４．親睦旅行の件           ……諸事情により、次年度へ持越し 承認 

５．巻 RC 創立 30 周年記念式典 登録の件 ……登録人数 35％で依頼が来ており 

ましたが、予算等の関係により 25％参加 承認 

６．高橋年度組織図の件     ……退会者があったため若干組織図を変更 承認 

※委員追加の委員会のみ抜粋 

スマイル BOX ◎田口実仁佳 〇小林繁男 本間建雄美 

石黒隆夫(兼任)  浅野潤一郎(兼任) 

ロータリー財団 ◎渡辺 徹   〇下村啓治 西村 護 

浅野潤一郎(兼任) 

７．その他 3 月 19 日例会は通常より 10 分前に本日の行事を開始 

(例会の開会は 12：30)  

 
委員会報告： 
雑誌委員会 石川 友意 委員長 

皆さん、こんにちは。今日お配りいたしましたロータリーの友の中で読んでいた

だきたい所をご案内いたします。横書きP.8～P.13に、今月のテーマ「水と衛生月

間」について、水プロジェクト等が載っております。P.19～P.21に次年度ＲＩ会

長のインタビュー記事が載っておりますので読んでいただきたいと思います。続

いて縦書きのP.19には歯と健康について、48時間歯を磨かないと歯石になって取

れないといった事が書いてあります。以上です。よろしくお願いいたします。 

 

米山記念奨学会 米山功労者メジャードナー・マルチプル感謝状贈呈 

 

 

第 4 回 青木省一 会員 

第 3 回 岡田 健 会員 

第 3 回 小林幹扶 会員   

第 3 回 佐藤文夫 会員 

第 2 回 吉田文彦 会員 

第 1 回 渋谷義徳 会員 

 

第 14 回 佐 藤 啓 策 様  

第 7 回 米山忠俊 会員  

第 6 回 渕岡 茂 会員 

第 6 回 今井克義 会員 

第 6 回 山崎 勲 会員 

第 5 回 坂本勝司 会員 



3          三条北ロータリークラブ週報 

 

外山 裕一 会長エレクト 
◆「次年度役員・理事・委員長会議のご案内」3月29日(金)17：30～ 

◆「地区研修・協議会のご案内」5月11日(土)（詳細は後日） 

以上、役職の方々にお配りいたしました。義務出席となっておりますので 

ご協力の程お願いいたします。 

 

 

      

 

 

今井 克義君 協力します。 

星野 義男君 財団に協力!! 

石丸  進君 早川会員に協力します。 

早川 瀧雄君 ＢＯＸに協力。 

 

 

 

佐藤 弘志君 ダニエル君、卓話期待しています 

石川 友意君 米山奨学生 ダニエル君の卓話に感謝して!! 

羽賀 一真君 卒業おめでとうございます! 

渋谷 義徳君 久しぶりに米山奨学のテーブルに着きました。協力します。 

高橋 彰雄君 協力いたします。 

本田 芳久君 ＢＯＸに協力を！ 

森   宏君 冷たい雨の中、東京マラソンで走って来ました。 

寒かったけど私はちゃんと完走しました。。 

 

 

外山 晴一君 春です。ゴルフです。 

落合 益夫君 ＢＯＸに協力。 

花井 知之君   〃 

 

本日の行事：米山奨学生スピーチ「留学生活で学んだこと」 
メディナ コントレラス,ダニエル 君 

 

1ヶ月後には学生生活が終わり、いよいよ社会人になる時期が来ました。これか

らまた日常生活が非常に変わってくると思うので、この 4年間で学んだことを簡

単に話したいと思います。 

最初に日本に来た理由について話します。大学に入る前に、既にスペイン語と英

語を流暢に話すことができましたが、５年間かけて勉強したフランス語は、話す

ことができず、人生で大失敗だと思っていました。そのため、学生生活が終わる前に、３ヶ国語を

話せるようになりたいと思うようになりましたが、まさか日本語を習うとは思いませんでした。大

学の土木専門分野でのツイーニングプログラムという留学制度があって、プログラムの内容は大学

前半は土木の基本知識を学びながら日本語を勉強し、その後、大学後半は長岡技科大で土木の応用

科目を勉強し、卒業時には、日本の大学とメキシコの大学の両方の学位をもらうというプログラム

でした。その時、応募した学生８０人の中で最後まで残ったのは４人でした。 

来日したとき、お金のことは大変心配でした。プログラムでは、１名学費免除となる予定でしたが、

結局２名学費半額免除になって、免除とならない残りの分は自己負担となりました。その当時、私

のお父さんは私のために土･日･祝日問わず働いていました。お父さんがもらった給料の半分は私に

米山奨学ボックス：５日現在累計１,２９４,０００円 

ロータリー財団ボックス：５日現在累計１９１,０００円 

ス マ イ ル ボ ッ ク ス：５日現在累計７１７,０００円 
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送金、残りの分はお母さんと妹達のためでした。しかし、私はいつまでもお父さんに頼ることはで

きません。お父さんが私のために苦労しているのだから、私も長男として働くべきだと思っていた

からです。そのためある日、お父さんからの送金を断り、自ら学費と生活費を賄えるように生活を

変えました。お父さんの様に土･日･祝日を休まず、学校とバイトばかりの生活になりました。その

状況はこの一年前までずっと続いていましたが、ロータリーの奨学生になる機会をもらい、奨学生

選考の面接のために努力して、合格しました。この１年間はようやく働かずに普通の学生として生

活ができました。そして、３週間前にメキシコに帰りました。日本に来て色々と経験して、お母さ

んに再会したら、「君、ちょっと変わったね」と言われました。なぜかと言えば、日本の文化に少し

なれてきたからだと思います。日本では謝ることを何より大切にしていますが、メキシコでは謝り

すぎる人は、ちゃんとしていないようなイメージがあります。お母さんに「何のことでもすみませ

んと言わないで」と言われたのに対し「すみません」と答えてしまいました。日本での生活で、成

長することができ、少しずつ日本の文化にも慣れてきましたが、まだメキシコ人の明るさと元気を

持っています。後１ヶ月で社会に出て、まだ不安は沢山あります。社

会に出た時、沢山の話の内容を知っていると、どこでも対応できるの

で、社会人として必要な能力だと思います。この４年間で学ばせても

らい、ロータリーで過ごした１年間大変お世話になりました。様々の

方と色々な話をして、社会人として必要な能力をさらに伸ばすことが

でき、大きく成長したと思います。 

皆様、大変ありがとうございました。 

 


